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子からカミングアウトを受けて 2年が経過した第 l回インタビュ一時に r性別移行
を望む我が子を簡単には受け入れることができなしリと語っていた母親 1名に対し，約
l年半の間に 3回のインタビューを行った。分析の視点は、【視点 1: Aについての語り








成される Mの物語】という 2つの分析視点を持ったことで， Mが語り直しのなかで親
であることを間い直しながら自らの経験を再編し， M 自身の人生の物語を再構成して
いった過程が明らかにされた。性別移行を希望する者からカミングアウトを受けた親は







































9名で、年齢は 29'"'-'48(平均 39)歳、不妊治療受診期間は 9ヶ月'"'-'7(平均 3)年、治療断




他方、新たな語りデータは 36歳と 47歳の女性2名によるもので、その受診期間は約 2






















































































































































































返ると、 Eriksonのいう“Care"は、「これまで大切に (carefor) してきた人や物や観
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